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⼤場遊⽔地に関する住⺠説明会を開催しました
○令和3年10月9日に常陸大宮市西部総合公園体育館に

おいて、大場遊水地に関する第2回説明会を開催し、

遊水地の整備内容や施設の役割、概略スケジュールな

どを説明しました。

○説明会は新型コロナウイルス感染拡大防止対策として

3回に分けて行い、延べ約120名の方にお集まりいた

だきました。

○地域の皆様におかれましては、引き続きご理解とご協

力をお願いいたします。

○令和3年10月から大場遊水地関連の工事として、土砂混合工事、囲ぎょう堤工事、進入路設置工

事に着手しました。

最初に伐採や除草を行い、作業ヤードを確保したうえで、本格的な工事に入っていきます。

工事にあたっては、安全第一で進めていきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

説明会の状況

①土砂混合工事 ②囲ぎょう堤工事 ③進⼊路設置・囲ぎょう堤工事
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【番外編】海門橋の歴史を調べてみました︕（第２回）

○海門橋の歴史を4編に分けて紹介しています。

今回は2・３代目海門橋についてです。

〇明治28年の初代海門橋開通後、約１年で洪水により流失してしまったため、明治31年に再び木橋

で架け替え開通しました。開通により、湊町と磯浜町・鉾田方面を往来することが安易になり、

湊町から海門橋を使って磯浜経由で水戸市に至る乗合馬車を営む者が現れました。

しかし、開通から19年後の大正6年10月洪水で橋は再び大きな被害を受けたため、翌年から建設

工事に着手し、大正7年12月に木橋による3代目海門橋が開通しました。

与謝野晶子が水戸や湊を訪れた際、海門橋で詠んだ句

「那珂川の海に入るなるいやはての海門橋の白き夕ぐれ」

「大海の波もとどろ来て鳴らす海門橋の柱ばしらかな」 は今でも有名ですね。（次回へつづく）

【２代目海門橋（明治31年頃）】 【３代目海門橋（昭和5年頃）】

（手前が3代目、奥は建設中の4代目）
写真：ひたちなか市提供

境界⽴会を⾏いました

与謝野晶子が海門橋で詠んだ句は
現在も湊公園の石碑に残されている写真：ひたちなか市提供

○令和3年10月26～27日に、ひたちなか市栄町地区で堤防整備を行う上で必要となる用地境界、
令和3年10月12日～11月5日に、常陸大宮市・城里町で大場遊水地の整備を行う上で必要となる
用地境界の立会を行い、多くの地権者などの方にご参加・ご協力いただきました。

今後、詳細な用地及び物件調査を進めて参りますので、ご協力をお願いいたします。

⼤場遊⽔地⽴会の状況

寄稿：茨城県土木部河川課

ひたちなか市栄町の状況


